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1 期生を輩出した新設学科における 
国家試験対策評価と今後の課題 
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[要 旨] 本資料では、模擬試験点数推移と国家試験の合否から平成 28 年度の国家試験対策評価を行

った。対象は平成 28 年度に本学科を卒業した 1 期生 54 名で、4 年次に臨床検査学総合演習 II(講義科

目)のほか、模擬試験、口頭試問による補講、問題演習として “まいにち国試” を実施した。また第 1

回医歯薬出版模擬試験 99 点以下の学生の模擬試験点数推移と、最後の模擬試験である第 3 回日本医歯

薬研修協会模擬試験から国家試験における点数上昇率を評価した。その結果、臨床検査学総合演習 II 

の単位未修得者でかつ国家試験不合格者は、第 1 回医歯薬模試の成績が 70～80 点台であった。また、第 

1 回医歯薬模試の成績が 70 点台の学生に比較して、80 点台の学生は点数上昇率が 3.8%高かった。以上

より、第 1 回医歯薬模試における 10 得点差が国家試験までの点数上昇率に関与する可能性が示唆さ

れ、臨床検査技師国家試験において合格率 100%を達成するためには、第 1 回医歯薬模試において 90

点以上の正答率を得られる学力を身につけさせることが重要であることが示された。4 年次における

国家試験対策や個人指導も重要であるが、早期から国家試験を意識させた教育を実践していく必要が

あると考えられた。 

[キーワード] 国家試験対策、新設学科、模擬試験分析、臨床検査技師国家試験合格率

は じ め に 

 群馬パース大学保健科学部検査技術学科は 2013 

年 4 月に新設し、2016 年に完成年度を迎え、1 期

生 54 名が第 63 回臨床検査技師国家試験を受験し

た。本学の国家試験合格率は 94.4%(51 / 54)であ

り、全国の新卒者合格率 89.9% 1)と比較して高い

結果となった。しかし、新卒者合格率は第 60 回

の 94.3%をピークに年々減少傾向にあるため、合

格者を 1 人でも多く輩出するためには国家試験対

策の開始時期、方法について検討する必要がある。 

今回我々は、次年度の国家試験合格率 100%を

達成することを目的とし、平成 28 年度の模擬試

験点数推移と国家試験の合否から国家試験対策評

価を行ったので報告する。 

*群馬パース大学 保健科学部 検査技術学科 § okayama@paz.ac.jp

(2018 年 4 月 24 日受理)
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I．対象および方法 

 平成 28 年度に本学を卒業した 1 期生 54 名(男

性 12 名、女性 42 名)を対象とした。国家試験対策 

は、2016 年 9 月から 2017 年 2 月までの 4 年次後

期の期間に、臨床検査学総合演習 II(必須科目 2

単位)および「模擬試験」を行い、さらに各模擬

試験で下位 20 名は､「口頭試問による補講｣､「ま

いにち国試」を課した。臨床検査学総合演習 II

は 3 年次後期から 4 年次前期で履修した専門科目

について、科目相互の横断的理解を目的としたオ

ムニバス形式の講義科目である。国家試験対策の

詳細は以下に示した。また、国家試験対策を評価

するために、第 1 回医歯薬出版模擬試験の点数が

99 点以下であった学生 31 名を対象とし、模擬試

験の点数推移と国家試験点数における点数上昇率

を算出した。 

 なお、本学では助教以上をゼミ担当教員とし、

講師以上は各 6 名、助教は各 2 名の 4 年生を受け

持った。ゼミ担当教員は成績低迷者の勉強に励む

姿勢や生活状況などを常に把握して、学科会議で

報告し、教員全員で成績低迷者を支援した。 

1．国家試験対策 

 a．模擬試験 
 第 1～3 回医歯薬出版模擬試験(医歯薬模試)、

第 1～3 回日本医歯薬研修協会模擬試験(研修模

試)の計 6 回を行い、9 月から毎月 1 回の頻度で

模擬試験を実施した。全学生の成績は、学科会議

で全教員が共有した。 

 b．口頭試問による補講 

 1 月後半から専門知識を確認することを目的と

し、成績低迷者を 2 グループに分け、科目担当教

員が 1 コマ 1.5 時間として主要 8 科目(臨床検査

総論、臨床検査医学総論、臨床生理学、臨床化学、

病理組織細胞学、臨床血液学、臨床微生物学、臨

床免疫学)の口頭試問を 62 コマ行った。 

 c．まいにち国試 

 1 月中旬から 2 月上旬まで、規則正しい生活を

送ること、過去の国家試験問題の再確認をするこ

とを目的とし、午前 9 時までの登校を義務づけて

演習問題を実施した。演習問題は過去問活用ソフ

ト(教育ソフトウェア)を用いて、第 58 回から第 

62 回までの国家試験問題の設問と選択肢をシャ

ッフルした 100 問を “まいにち国試” の担当教員

が準備し、98 点以上を目標として取り組ませた。

学生は解答後に自己採点し、その点数を担当教員

に報告させた。また、不正解問題の各設問および

選択肢に対し、十分な解説を記入するよう学生に

指導した。その後、“まいにち国試” 担当教員が

その内容を確認し、解説不足の際は、やり直しを

徹底した。 

2．模擬試験点数推移と国家試験点数における 

点数上昇率 
 9 月上旬に実施された第 1 回医歯薬模試におい

て約半数の学生が 99 点以下であったため、99 点

以下の 31 名を対象とし、A、B、C の 3 グループ

に分類して、模擬試験の点数推移と国家試験点数

における点数上昇率を評価した。 

 グループ A は国家試験合格者で第 1 回医歯薬

模試 90 点から 99 点の 11 名、グループ B は国家

試験合格者で同模試 89 点以下の 17 名、グループ

C は国家試験不合格者で同模試 89 点以下の 3 名

である。この 3 グループについて、国家試験直前

の第 3 回研修模試の点数を基準に、第 63 回臨床

検査技師国家試験の点数上昇率の平均値を求めた。

点数上昇率は［(第 63 回臨床検査技師国家試験点

数－第 3 回研修模試点数)/第 3 回研修模試点数］

で算出した。さらにグループ B と C に該当した

学生 20 名を第 1 回医歯薬模試の点数で 80 点台

(80 点から 89 点)、70 点台(70 点から 79 点)に分

類して、国家試験点数における平均上昇率を同様

に算出した。 

II．結   果 

1．国家試験対策の評価 
 模擬試験の学内平均点(全国平均点)の推移は、

第 1 回医歯薬模試が 95.5(86.5)点、第 1 回研修模

試 90.5(85.5)点、第 2 回医歯薬模試 107.1(96.8)点、

第 2 回研修模試 97.9(93.6)点、第 3 回医歯薬模試 

115.4(109.9)点、第 3 回研修模試 112.8(104.9)点

であった。6 回の模試は全国平均点を 5～10 点上

回っていた。月に 1 回実施した模試の回数が適正
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であったのか、詳細なアンケートによる評価は行

っていないが、学生は月に 1 回の模試に意欲をも

って臨んでいた。 

 口頭試問は､「□□は何か｣､「□□の染色法は

何か」など、即答できる内容で行った。初回の口

頭試問で、学生はほとんど解答できなかったが、

回数を重ねるごとに解答ができるにつれて自信が

付いたように窺えた。学生から口頭試問による補

講によって国家試験の点数が上がったとの意見が

多々得られた。 

 “まいにち国試” において演習問題を実施した

結果、目標点を達成できるにもかかわらず、各選

択肢に解説を付記できない学生が多々見られた。

また、各選択肢に解説を付記できた学生は模擬試

験の点数上昇率が高いのに対し、付記できない学

生の模擬試験の点数上昇率は低かった。そのため、

過去問題の習熟度を高めることを目的として、問

題の解説に徹底的に取り組ませた。しかし、1 月

から開始して、同年度の過去問題を 3 回繰り返し

て実施したことから､「類似した演習問題に飽き

てしまった」との意見が得られた。 

2．模擬試験点数推移と国家試験点数における 

点数上昇率の評価 
 グループ A の各学生の模擬試験の点数推移を

図 1 に示した。グループ A の 11 名全員は、第 1

回医歯薬模試以降の各模試で緩やかに点数が上昇

した。1 月実施の第 3 回医歯薬模試では 11 名中 6

名(54.5%)が 120 点以上に達し、国家試験点数の

平均上昇率は 25.6%であった。グループ B の各学

生の模擬試験の点数推移を図 2 に示した。グル

ープ B の 17 名は、12 月実施の第 2 回研修模試ま

では明らかな点数上昇は認められず、第 3 回医

歯薬模試で 120 点に達した学生は 17 名中 1 名(5.9 

 %)であった。また、国家試験点数の平均上昇率

は 28.0%であった。グループ C の 3 名の各模擬試

験の点数を平均値±2SD で図 3 に示した。12 月実

施の第 2 回研修模試の点数は全員 80 点以下であ

り、第 1 回医歯薬模試からの点数上昇率は低かっ

た。国家試験点数の平均上昇率は 22.1%であった。 

 次にグループ B とグループ C の学生を第 1 回

医歯薬模試点数で 80 点台、70 点台に分類した結

果、80 点台は 10 名、70 点台は 10 名であった。 

 

 
図 1 グループ A における模擬試験点数推移 

グループ A における各学生の点数の推移を示した。グループ A は国家試験合格者で第 1 回医歯薬出版模試 90 点

から 99 点の者 31 名中 11 名(35.5%)であり、第 1 回医歯薬出版模試以降緩やかに点数が上昇した。1 月に実施し

た第 3 回医歯薬出版模試では 11 名中 6 名(54.5%)が 120 点に達し、国家試験における平均上昇率は 25.6%であった。 
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図2 グループ B における模擬試験点数推移 

グループ B における各学生の点数の推移を示した。グループ B は国家試験合格者で第 1 回医歯薬出版模試 89 点

以下の 31 名中 17 名(54.8%)であり、第 2 回日本医歯薬研修協会模試までは多くの学生が点数の上昇を示さなか

った。また、第 3 回医歯薬出版模試で 120 点に達している学生は 17 名中 1 名(5.9%)であり、国家試験での平均

上昇率は 28.0%であった。 

 

 

 
図3 グループCにおける模擬試験点数推移 

グループ C は国家試験不合格者で第 1 回医歯薬出版模試 89 点以下のもの 31 名中 3 名(9.7%)であり、平均値

±2SD を算出し模擬試験推移を示した。第 1 回医歯薬出版模試から第 2 回医歯薬研修協会模試まではほとんど点

数が上昇しなかった。なお、グループ C では 3 名全員が第 2 回医薬研修協会模試で 80 点以下であり、第 3 回医

歯薬出版模試で点数が上昇したものの成績が伸び悩み、国家試験における平均上昇率は 22.1%に留まり、不合格

となった。 
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国家試験点数における平均上昇率は、80 点台は

27.1%であり、10 名中 10 名が国家試験に合格し

た。70 点台は 23.3%で、10 名中 7 名が国家試験

に合格した。 

III．考   察 

 本学では、“卒業時に国家資格を取得すること

は責務である” ことを学生に意識させ、国家試験

合格率 100%を目標として教育に取り組んできた。

その結果、全国の新卒平均合格率を上回り、初め

て輩出した学生の合格率としては評価に値する結

果となった。しかし、3 名は合格したものの、合

否のボーダーラインの±1 点であったことから、

1 点の重みを知ることとなった。そのため、本学

で実施された国家試験対策を振り返り、合格率 

100%の目標を達成するために必要な指導方法、

学生対応方法を精査した。 

 模擬試験点数推移と国家試験における点数上昇

率を評価した結果、臨床検査学総合演習 II の単

位未修得者でかつ国家試験不合格者は、第 1 回医

歯薬模試の成績が 70 点以上 90 点未満であった。

次に、国家試験合否に関係なく点数のみで分析し

た場合、第 1 回医歯薬模試の成績が 70 点台の学

生に比較して 80 点台の学生は国家試験点数の上

昇率が 3.8%高く、9 月の時点での 10 点差が国家

試験までの点数上昇率に影響する可能性が示され

た。さらに第 1 回医歯薬模試で 90 点未満を対象

とした解析では、グループ B(国家試験合格者)と

グループ C(国家試験不合格者)では点数上昇率に

5.9%の差があり、第 1 回医歯薬模試で 89 点以下

の学生は、個人の力量によって上昇率に差が生じ

ることが明らかになった。したがって 89 点以下

であった学生に対し､「まだ 5 ヵ月あるから、こ

れから頑張れば大丈夫」と励ます指導には憂慮す

べき点があり、学習時間や方法、分野別対策など

具体的な改善案を提示することが必要である。こ

れらの解析結果を踏まえると、学生を国家試験に

合格させるためには、9 月時点の模擬試験におい

て 90 点以上の正答を得られる学力を身につけさ

せることが重要であると示唆された。 

 国家試験対策に関して学生への聞き取り調査か

ら､「“まいにち国試” より口頭試問による補講の

方が国家試験の点数獲得に効果的であった」との

意見が多数得られた。“まいにち国試” の満足度

が低かった原因は、同じ演習問題を 3 回繰り返し

たため飽きが生じたことにある。しかし “まいに

ち国試” の実施によって、単に解答を選ばせるだ

けでなく、正解、不正解の選択肢にその理由を付

記させることで過去問題の習熟度を計ることがで

きた。過去問題の習熟度は模擬試験の点数にほぼ

比例していたことから、早期から過去問題に取り

組ませること、過去問題を解く際には、単に答え

を覚えるのではなく、各問に対して教科書や参考

書を活用して、解説を付記させる “完全解答” の

実施を徹底指導していく必要性が示唆された。ま

た “まいにち国試” の満足度を向上させるために、

国家試験の直前には、教員が過去問題を改変した

演習問題を実践させて、学んだ知識を定着させる

必要性を感じた。 

 第 1 回医歯薬模試で 70 点台の学生の一部も国

家試験に合格した。しかし、国家試験当日までに

さらに 50 点以上を上乗せさせるためには、学生

自身の凄絶な努力だけでなく、ゼミ担当教員のサ

ポートが不可欠であった。本学は、成績低迷者に

対して少人数の国家試験対策だけでなく、ゼミ担

当教員が勉強姿勢や生活状況を把握したことが、

国家試験合格に寄与したと捉えている。今後、本

資料で評価した国家試験対策を踏まえて、4 年次

の対策を充実させるだけでなく、1 年次から各講

義で過去問題の小テストを実施することによって、

早期から国家試験を意識させる教育を実践し、4

年生全員が国家試験に合格することができるよう

努めていきたい。 

IV．結   語 

 本資料において、臨床検査技師国家試験で

100%の合格率を達成するためには、4 年次 9 月

時点の第 1 回医歯薬模試で 90 点以上の正答を得

られる学力を身につけさせることが重要であり、

そのためには早期から過去問題に取り組ませ、解

説を付記させる “完全解答” の実施を徹底指導し

ていく必要性が示唆された。 
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